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歯科材料 3 義歯床材料 

管理医療機器  義歯床用短期弾性裏装材  JMDN ｺｰﾄﾞ： 34769000 

 

コー・ソフト 

⑧５分後義歯床を取り出し、水で洗浄した後余剰な部

分を取り除き、辺縁部分をなめらかにして仕上げ

る。 

 

２．使用方法に関連する使用上の注意  

①粘膜が炎症を起こしている場合、又は被圧変位置に

大きな差のあるときには、あらかじめ粘膜調整を行

うこと。 

②本品は口腔内で硬化させること。テーブル上で硬化

させると変形の原因になる。口腔内に戻さない場合

は、温水（約 40～50℃）の中に浸漬して硬化させる

こと。 

③本品を練和する時には泡が生じないように、30 秒以

内で行うこと。 

④使用前に、本品粉末の容器をかるく振ること。  

 

【使用上の注意】 

１．使用注意 ** 

①本品は可燃性なので、火気の近くで使用しないこ

と。また、火気の近くや高温となる場所（直射日光

が当たる場所等）に放置しないこと。  

②本品を使用する際には、適切な換気（ 1 時間あたり

数回の換気）を行うこと。 

③本品の硬化物を切削、研磨する際には、局所集塵装

置、公的機関が認可した防塵マスクなどを使用し、

粉塵を吸入しないようにすること。  

④感染防止のため、計量カップ及びスパチュラは清浄

なものを使用すること。 

⑤開封後はできるだけ速やかに使用すること。  

⑥他の製品と混用しないこと。  

 

２．重要な基本的注意 

①本品の使用により発疹などの過敏症状を起こした

患者には直ちに使用を中止し、専門医の診察を受け

させること。 

②本品又は本品に含まれる成分に対してアレルギー

既往歴のある患者には使用しないこと。  

③本品又は本品に含まれる成分に対し発疹、皮膚炎な

どの過敏症の既往歴のある術者は、手袋などをして

直接本品に触れないようにすること。また、本品の

使用により過敏症状を起こした場合には直ちに使

用を中止し、専門医の診察を受けること。  

④本品又は練和物は、適用部位以外の粘膜組織に付着

しないように注意すること。万一付着した場合に

は、直ちにアルコール綿等で拭いた後、多量の流水

で洗浄すること。  

⑤本品又は練和物は、目に入らないように注意するこ

と。万一目に入った場合には、直ちに多量の流水で

洗浄し、眼科医の診察を受けさせること。  

【形状・構造及び原理等】 

１．形状及び成分： 

構成品 性 状 成 分 

粉末 淡桃色の粉末 
ﾎﾟﾘｴﾁﾙﾒﾀｸﾘﾚｰﾄ、色

素 他 

液 
無色透明の特異臭

のある液体 

ｻﾘﾁﾙ酸ﾍﾞﾝｼﾞﾙ、ｱｾﾁﾙ

ｸｴﾝ酸ﾄﾘﾌﾞﾁﾙ、ｱﾙｺｰﾙ 

類、香料 他 

ルーブリカント

(分離剤) 
無色透明液体 鉱油、香料 

 

２．原理： 

粉末と液を混合及び練和することにより、ポリマー成

分に可塑剤が浸透、膨潤してゲル化する。  

 

【使用目的又は効果】 

義歯床の粘膜面に短期間装着する  

 

【使用方法等】  

１．使用方法 

①患者の口腔内から義歯床を外し、口腔内を洗浄す

る。 

②義歯床の裏装する部分を一層削り、表面を粗くす

る。義歯床を十分に洗浄し、乾燥させる。  

③義歯床の唇側及び頬側面に分離剤を塗布する。義歯

床の辺縁から３ mm 以内には塗布しないこと。レジン

歯を使用している場合は、本品がレジン歯に接着し

ないよう保護するために、分離剤をレジン歯に塗布

する。 

④標準混和比は、粉末 11g に対して液 8mL である。液

を混和カップに入れた後粉末をゆっくり加えて、付

属のスパチュラを用いて 30 秒以内で混和する。 

 

 

 

 

 

⑤裏装する部位に、混和した本品を均等に塗布する。  

⑥義歯床を口腔内に装着し、軽く咬合させる。３分後

に患者の唇及び頬の動きを観察し、義歯床を口腔内

から取り出して洗浄した後、義歯床辺縁部の調整を

行う。 

⑦再度義歯床を患者の口腔内に戻し、しっかり咬合さ

せ、その位置で固定する。 
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【禁忌・禁止】  

本品の使用により感作又はアレルギー反応が起きる可

能性があるので、本品又は本品に含まれる成分に対し

て発疹、皮膚炎等の過敏症の既往歴のある患者に使用

しないこと。 

 



 

【保管方法及び有効期間等】 

（保管方法） 

①液は火気、熱源、高温及び直射日光を避けて保管す

ること。＊ 

②本品は、 25℃以下の常温で乾燥した暗所に保管する

こと。 

③本品は、歯科の従事者以外が触れないように適切に

保管・管理すること。 

 

（有効期限） 

本品の使用有効期間は製造日から３年。  

容器に記載されている使用期限までに使用すること。  

（使用期限は自己認証［当社データ］による。）  

 

 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

 

製造販売元：   

住   所：〒110-8507 

      東京都台東区上野 7-6-9 

お問い合わせ先 

 器材部 

 電 話 番 号：03-3845-2931 

 ＦＡＸ番号：03-3841-8204 

製 造 元：ジーシーアメリカ社  

GC America Inc.  

（国名：アメリカ合衆国） 
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